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1．はじめに

日本学術会議地域研究委員会は，「「地域の知」の蓄

積と活用に向けて」と題する提言の中で，地域の問題

を解決するため，地域に生きる人々が育んできた情報，

知識，知恵を含む「地域の知（本研究では地域情報と

呼ぶ）」を収集し，それらを有効に活用することが必要

不可欠であると述べている[1]．すなわち有益な地域情
報を収集し，収集された地域情報を，必要とする人に

適切に提供する仕組みを構築することが求められてい

る．香川大学は，香川県，四国学院大学，香川県立保

健医療大学，香川高等専門学校と，「地（知）の拠点大

学による地方創生推進事業（COC+）に関する協定書[2]」
に合意した．上記の事業は，地域が求める人材を育成し，

若年層の地元定着の推進を目的としている．この事業

においても，地域に関する情報を収集するだけでなく，

それらを必要とする学生に適切に提供することが求め

られる．

我々は，地域情報を提供する広告表示プリンタシス

テム「KadaPos／カダポス（以下，カダポスと呼ぶ）」

を開発した．カダポスは，学生が教育研究活動に用い

るプリント用紙の裏面に，学生の属性に応じた地域情

報（地域の商店街の情報や，地域で開催されるイベン

ト情報，地域のプロスポーツ団体などの情報）を印刷

することで学生に地域情報を提供するシステムであり，

学生は無料でカダポスを利用することができる．香川

大学では，学生への主たる情報提供手段として，印刷

物を用いた掲示板が多く設置されている．掲示板は，

掲示スペースの許す範囲内であれば，多くの情報を掲

載することができる．掲示板には，学生にとって有益

な情報も掲載されているが，直接自身に関係ない情報

（たとえば，学部 1年生に就活企業説明会の情報など）

も多く掲載されており，掲載された情報から自身に必

要な情報を効率良く探し出すことは難しい．また自身

に必要な情報が探し出せたとしても，その情報の保管

のためには，別途メモ書きや携帯情報端末のカメラ機

能を用いた撮影などが必要になる．したがって，学生

にとって，印刷物を用いた掲示板は，学生が自身に必

要な情報を適切に取得し，それら情報を保管するとい

う点において不十分であり，地域情報を適切に提供し

取得する仕組みとしては必ずしも有効であるとはいえ

ない．また，学生に情報を提供する情報提供者は，情

報の有効期限（たとえば，地域のイベントの開催に関

する情報であれば，地域のイベント開催日が情報の有

効期限）が切れた情報を掲示板から削除しなくてはな

らない．情報提供者は，提供する情報の種類が多くなっ

た場合や，学内の複数個所にそれら情報を掲載した場

合など，情報の有効期限を意識しながら，それら情報

を適切に管理することが求められる．したがって，情

報提供者にとっても，印刷物を用いた掲示板は，地域

情報を適切に提供する手段として必ずしも有効である

とはいえない．上記で述べた印刷物を用いた掲示板の，

情報の管理（有効期限）に関する問題を解決するために，

デジタルサイネージが多くの大学で設置されている．
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デジタルサイネージには，情報の掲載期間を設けて情

報を管理する機能を有するものも存在しており，情報

提供手段としては一定の効果を上げている．しかしな

がら，デジタルサイネージの多くは情報が動的に切り

替わるため，1つの情報の提供（表示）時間は短く，印

刷物を用いた掲示板と同様に情報の取得に関する問題，

情報の保管に関する問題については解決されていない．

香川大学幸町キャンパス総合情報センターコン

ピュータ教室は，授業時間での利用以外でも，空き時

間には学生の自習のために開放されている．図 1は，香

川大学幸町キャンパス総合情報センターコンピュータ

教室（PC教室1，PC教室2）の利用件数を示している．

2008年6月のピーク時には，1カ月あたり17,800件の利

用があったが，2013年 6月には，1カ月あたり 9,372件

とピーク時の約6割に減少しており，学生のコンピュー

タ教室の利用が年々減っていることが明らかになった．

図 2は，香川大学総合情報センターが調査した2016年3

月の総合情報センターWebページへのアクセス端末種

別調査の結果を示しており，アクセス端末の約3割がス

マートフォンやタブレット端末など携帯情報端末から

のアクセスであることが明らかになった．これらの結

果から，香川大学の学生は，簡単な調べ物などやレポー

ト作成においてはコンピュータ教室のコンピュータを

利用せず，自身の所有するスマートフォンやタブレッ

トなど携帯情報端末を利用している実態が明らかに

なった．香川大学では ICカード認証課金プリンタシス

テムを開発[3]し，2012年 4月から香川大学内 4キャン

パスで学生に有料のプリントサービスを提供している．

図 3は，香川大学総合情報センターに設置されたプリ

ンタの2010年から2014年までのプリント枚数の推移を

示している．香川大学では，2012年 4月からそれまで

無料であったプリントサービスを有料に切り替えたた

め，2012年のプリント枚数は前年の約6割まで減少した．

その後プリント枚数は増加に転じており，2014年は

ピーク時の約8割までプリント枚数が増加した．図4は，

香川大学総合情報センター内に設置された有料コピー

サービスの2012年から2014年までのコピー枚数の推移

を示している．コピー枚数は，2012年は年間約300,000

枚／年だったものが，2014年は年間約400,000枚／年と
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図 1　香川大学総合情報センターコンピュータ教室の利用者数推移

図 3　プリント枚数の推移

図 2　 香川大学総合情報センター Web ページへのアクセス端末種
別調査 図 4　コピー枚数の推移
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3割ほど増加している．これらから，学生は自身の携帯

情報端末と紙を併用して自身の教育研究活動を行って

いる実態が明らかになり，プリンタやコピーによる印

刷物は，学生が教育研究活動を推進するために必要不

可欠なツールであることが示された．

カダポスによって印刷された印刷物は，学生の教育

研究活動に利用されるため，学生が一定期間にわたっ

て保管する可能性がある．カダポスは，大学における

主たる情報発信手段である掲示板やデジタルサイネー

ジなどとは異なる情報発信手段を学生に提供しており，

運用を通じて得られた結果から掲示板やサイネージを

補完し学生に有益な情報を提供する仕組みとして一定

の有効性があることが確認された．

学生の属性に応じて裏面の地域情報を変更できるた

め，地域情報を適切に必要とする学生に提供すること

が可能である．さらに，裏面の広告をサーバ上で管理

するため，情報の管理に関する問題を解決している．

本稿では，広告表示プリンタシステム「KadaPos／カ

ダポス」について述べるとともに，香川大学における

実運用データおよびアンケートによる評価について述

べる．

2．関連研究および関連サービス

本章では，関連研究および関連サービスについて述べ

る．2.1では，印刷物を用いた情報提供に関連する研究

およびサービスについて述べる．2.2では，ディスプレ

イを用いた情報提供に関連する研究およびサービスにつ

いて述べる．2.3では，本研究の位置付けについて述べる．

2.1　印刷物を用いた情報提供
大日本印刷（株）は，ICタグや携帯電話をポスター

にかざすと電子メールを自動着信する，電波ポスター

「PiPorta」[4] を開発した．PiPortaは，イベント会場や商

業施設などに設置されたポスターに，サービス利用者が

所持しているFelica機能付き携帯電話や ICタグをかざす

ことで，そのポスターに関連した電子メールが，サービ

ス利用者の携帯電話に自動送信されるシステムである．

PiPortaは，ICタグを用いることで，情報を提供する相

手を特定できるため，利用者に応じて提供する情報を変

更することが可能である．また，独自のアプリケーショ

ンを操作する必要なく，提供されたポスターの情報へア

クセスすることができる．ヤフー（株），大日本印刷（株），

日本航空（株）は，NFCスマートポスター「TOUCH（タッ

チ）JAL！」[5]を作成した．NFCスマートポスターは沖

縄県に設置され，NFC機能を有したスマートフォンな

どをポスターにかざすことで，沖縄県観光情報へとアク

セスすることが可能である．

鈴木ら[6]は，「ポスター上の座標位置に対応したデジ
タル情報を表示可能なハイパーパネルシステム」を開発

した．鈴木らのシステムは，ポスターの表面にタブレッ

ト端末を配置し，タブレット端末の紙媒体上における位

置に対応したデジタル情報を取得するシステムである．

鈴木らが開発したシステムは，従来の紙媒体によるポス

ターを利用しながら，インタラクティブに情報取得を行

うことができる．鈴木らが開発したシステムでは，過去

に作成したポスターであっても，デジタル情報を付加す

ることで，最新の情報を提供も可能である．上田ら[7]は，
「パンフレットを利用したインタラクティブ案内システ

ム」を開発した．上田らが開発したシステムは，施設案

内などのパンフレットを入手後，そのパンフレットを広

げて指を指すだけで，広げたページに対応する情報やナ

ビゲーションなどが床面に投影される．上田らが開発し

たシステムも，従来の紙媒体を活用しながら，施設案内

などの情報を取得することができる．いずれのシステム

も，カダポスと同じく印刷物を用いて情報提供を行って

いるが，情報を取得したユーザに別の情報を提示する仕

組みの提供を主たる目的としている点でカダポスとは異

なる．

（株）オーシャナイズは，無料コピーサービスのタダ

コピ[8]を提供している．タダコピは，コピー用紙の裏
面に企業広告をあらかじめ印刷したコピー用紙を利用

し，その広告収入で大学生に無料でコピーサービスを

提供するサービスである．2006年にサービスを開始し，

現在，約170の大学で設置されており，実際に運用され

ている．2009年には，男女，学年など，学生の属性に

応じて広告を変更する機能を開発し，それぞれに異なる

情報提供を可能にするシステムとなったが，あらかじめ

印刷したコピー用紙をコピー機にセットしておく必要

があり，提供する広告の種類は限定される．（株）週刊

ジョブは，無料コピーサービスのKapel[9]を提供してい
る．Kapelは，タダコピと非常に類似したサービスであり，

愛媛県内企業のクーポンやお店，求人情報を裏面に印刷

することで，無料でコピーサービスを提供している．本

研究で開発するカダポスは，印刷物を用いて情報提供を

行っている点や，学生向けの印刷サービスを提供してい

る点でこれら取り組みと類似しているが，あらかじめ情

報を印刷せず，提供する情報を学生の属性に応じて動的
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に変更する仕組みを有している点，提供される情報の更

新が容易である点で，これら取り組みとは異なる．

2.2　ディスプレイを用いた情報提供
森ら[10]は，「往来者の注意を喚起するヴァーチャル

ヒューマン広告提示システム」を開発した．森らが開発

したシステムは，店舗など公共空間において利用者の認

識を行い，一定距離内の利用者に対してヴァーチャル

ヒューマンが，利用者との距離に応じて接客行動を取り，

注意喚起や商品情報の説明を行うシステムである．鈴木

ら[11]は，「デジタルサイネージ向けの地域コンテンツ
の自動配信手法」を提案した．鈴木らが提案した手法は，

既存の地域コンテンツをデジタルサイネージに自動的に

再利用する仕組みである．木原ら[12]は，「人の位置移
動による状況即応型デジタルサイネージ」を開発した．

木原らのシステムは，ショッピングモールなど公共空間

に設置されたデジタルサイネージ（ディスプレイ）と，

カメラセンサを用いて，カメラセンサから得られたディ

スプレイの前を移動する人の位置に基づいて，その状況

に意味付けをし，その状況に応じたコンテンツを即応的

にディスプレイに提示するものである．井上ら[13]は，「グ
ループに適応する公共空間向け広告システムGAS」を開

発した．井上らが開発したシステムは，複数人の間の対

人距離からその人間関係を判別し，判別した人間関係に

基づいて適当な広告を提示するシステムである．

日本電気（株）は，2016年4月，観光情報を効果的に

発信することを目的に，高松市内の5カ所にデジタルサ

イネージを設置した[14]．このデジタルサイネージは，
高松市が運営する観光Webサイト「高松旅ネット」と

連携しており，タッチパネルを操作することで誰でも直

感的に情報を検索することが可能である．富士通（株）

は，2011年9月，宇都宮大学にインタラクティブデジタ

ルサイネージ「UBWALL」を設置した[15]．宇都宮大学
に設置されたUBWALLでは，大学の授業情報のみなら

ず，就職情報，イベント，ニュースなど多くの情報を提

供している．提供しているコンテンツ（情報）は，デー

タセンタで管理を行っており，独自のサービスを用いる

ことで容易に情報の更新等を行うことができる．（株）

日立製作所は，2009年6月より，イオングループ30店

舗へ「MediaSpace」を導入し，サービスを開始した[16]．
MediaSpaceでは，商品情報のみならず，地域や店舗に応

じた地域情報も配信している．

ディスプレイを用いて情報提供を行う研究やサービス

は数多くある．本研究で開発したカダポスは，提供する

情報を動的に切り替えることが可能である点でこれらシ

ステムと類似しているが，学生が普段利用する印刷用紙

の裏面に，学生の属性に応じた地域情報を印刷すること

で学生に情報を提供するシステムであり，これら研究や

サービスとは異なる．

2.3　本研究の位置付け
2.1で述べた紙を用いた情報提供に関連する研究およ

びサービスは，比較的簡単に情報提供を行うことができ

るが，利用者が情報を取得するために主体的に何らかの

行動が必要である，取得した情報の管理が難しい点，属

性に応じた情報提供を行うには，紙媒体にQRコードや

NFCタグなど何らかの仕掛けを持たせる必要がある点，

などの問題点が挙げられる．2.2で述べたディスプレイ

を用いた情報提供に関連する研究およびサービスは，情

報提供者にとって情報の管理が容易であり，属性に応じ

た情報提供が可能なものもあるが，いずれも利用者が情

報を取得するために何らかの行動が必要である点，取得

した情報の管理が難しい点などの問題がある．本研究で

開発したカダポスは，学生が教育研究活動に用いるプリ

ント用紙の裏面に，利用者の属性に応じた地域情報を印

刷するシステムであり，上記の問題を解決することがで

きる．また，無料のプリントサービスを提供することで，

学生の教育研究活動を支援することが可能となる．

3．広告表示プリンタシステム「KadaPos ／ 
カダポス」

本章では，カダポスの概要と提供される地域情報につ

いて述べる．3.1では，カダポスの概要について，3.2では，

提供される地域情報について述べる．

3.1　カダポスの概要
図 5は，広告表示プリンタシステム「カダポス（2017

年2月現在）」の概要を示している．カダポスは，プリ

ンタ（カダポス端末），クラウド（Amazon Web Services）

上に構築したカダポスサーバ，広告管理サーバとリコー

クラウドから構成される．カダポスを利用する際は，カ

ダポスサイトにアクセスし，ログインを行う．カダポス

はログインにGoogle認証を用いる（図5（1），（2），（3），

（4），（5））．香川大学では，Google Apps for Educationを

導入しており，学生全員がGoogleアカウントを所持し

ている．ログイン後，ユーザは印刷ファイル（広告なし）

をインターネット経由でカダポスサーバにアップロード
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する（図5（6））．カダポスサーバ，広告管理サーバは，

クラウド上に構築されており，学内有線LAN，学内無

線LAN に接続された端末（PC教室のコンピュータや個

人所有のPC，スマートフォン）だけでなく，学外から

もインターネット経由で，どこからでも印刷ファイル

（広告なし）をアップロードできる．カダポスサーバは，

アップロードされた印刷ファイル（広告なし）とユーザ

情報を広告管理サーバに送信する（図5（7））．香川大

学生が所持しているGoogleアカウントの IDには，学籍

番号が使用されている．学籍番号には，学生には入学年

度および所属学部を示す一意のアルファベットが入って

おり，ユーザ属性として，学生の入学年度および所属学

部を利用する．広告管理サーバは，ユーザ属性に基づい

て，偶数ページ面に広告を含んだ印刷ファイル（広告あ

り）を生成する（図5（8））．広告管理サーバは，生成

された印刷ファイル（広告あり）をカダポスサーバへ送

信する．（図5（9））カダポスサーバは，印刷ファイル（広

告あり）をリコークラウドへ送信する（図5（10））．ユー

ザは，学生証を用いて印刷ファイル一覧を取得し，該当

する印刷ファイルを選択することで印刷ファイル（広告

あり）を印刷する（図5（11））．ページ数4枚の印刷ファ

イルをアップロードした場合，4種類の広告が選択され，

偶数ページにそれら広告が印刷される．

香川大学には，2台のカダポス端末（香川大学幸町キャ

ンパス総合情報センターオープンスペース2，香川大学

幸町キャンパス図書館3階）が設置された．いずれのカ

ダポス端末もPC教室の近くに設

置されている．カダポスは現在も

機能の拡張をすすめており，PDF

以外の印刷ファイルへの対応，印

刷面の色の制御（モノクロやカ

ラー），属性による広告表示のア

ルゴリズムの改良などの機能を開

発中である．

3.2　提供される地域情報
本節では，カダポスによって提

供される地域情報について述べ

る．カダポスでは，地域情報とし

て，地域の商店街に関する情報（香

川県高松南部三町商店街に関する

情報），地域プロスポーツに関す

る情報（四国アイランドリーグ

plus 香川オリーブガイナーズ）を

提供した．地域の商店街に関する情報（高松南部三町商

店街に関する情報）としては，高松南部三町商店街の魅

力発信を目的に，穴吹デザインカレッジの学生が作成し

た瓦版商店街ポスターを地域情報として提供した．図 6

は，穴吹デザインカレッジに学生が作成した商店街ポス

ター（としの花屋）を示している．15店舗29種類の商

店街ポスターが提供された．ほかにも，商店街のイベ

ント情報なども提供された．図 7は，プロ野球独立リー

グ・四国アイランドリーグplusの香川オリーブガイナー

ズに関する情報で，2016年7月には印刷されたファイ

ル（広告）と学生

証を持参すること

で，香川大学生は

観戦無料のキャン

ペーンも実施され

た．2017年 2月時

点で，約50種類程

度の地域情報が登

録されている．実

運用では，商店街

の日々のニュース

を扱った商店街新

聞が必ず広告とし

て選択され，１枚

目の裏面に付与さ

プリンタ

リコークラウド

広告管理サーバ

カダポスサーバ

SAMLサーバ

Google Apps
（香川大学）

（3）I dPへリダイレクト

（4）認証（I dP）画面表示 （10）印刷ファイルを送信

（Webアプリケーション）（5）SAML認証画面でログイン

（1）ユーザIDと
パスワードを送信

（6）印刷ファイル（広告なし）を
アップロード

（11）ICカードを用いて印刷ファイル
一覧を取得し該当するファイルを印刷

（2）ユーザIDと
パスワードを送信

（9）印刷ファイル
（広告あり）を送信

（7）印刷ファイルと
ユーザ情報を送信

（8）ユーザ情報に基づいて
奇数面に印刷ファイル（広告なし）

偶数面に広告を含んだ
印刷ファイル（広告あり）を生成

図 6　提供される地域情報（商店街ポスター）

図 5　広告表示プリンタシステム「KadaPos ／カダポス」の概要
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れるアルゴリズム

を採用した．また

実運用では，広く

商店街の店舗を学

生に知ってもらう

ことを目的として

いるため，網羅性

を高めるようなア

ルゴリズム（ラン

ダム）を採用した．

4． カダポスの実運用データおよびアンケート
による評価

カダポスは，2016年1月18日から7月28日まで香川

大学において2台のカダポス端末が設置され，実際に運

用された．4.1 では，カダポスの実運用データについて

述べる．4.2 では，カダポスの利用者アンケートについ

て述べる．4.3 では，実運用データおよびアンケートに

よる評価について述べる．

4.1　カダポスの実運用データ
図 8は，カダポスの月別印刷枚数，図 9は，月別ユー

ザ数およびユーザ数推移を示している．運用を開始した

1月は認知度の低さ，約半月の運用期間から，印刷枚

数，ユーザ数，いずれも少ない結果となった．2月は学

期末試験期間であったため，印刷枚数が1カ月で1,000

枚を超える結果となった．3月は，学生が長期休暇期間

であったため，印刷枚数，ユーザ数，いずれも少ない結

果となった．1～ 3月にコンピュータ教室を利用する学

生の多くは，卒業論文や修士論文に取り組む学生であり，

「無料で印刷できるのは良いサービスだ．自分が1年生

なら利用してみたいが，もうすぐ卒業で，利用する機会

がない」などの声が寄せられた．4月には新入生全員（約

1,300人）に，カダポスのサービスを知らせるチラシを

配布した．

表 1は，カダポスのユーザの学年別，学部別の内訳を

示している．法学部および教育学部の新入生を対象とす

る講義を担当する複数の教員にカダポスに関する告知を

依頼した．これらの取り組みの結果，4月は大幅にユー

ザ数が増加した．5月以降は，ユーザ数を増やす取り組

みを一切実施していないが，告知をしていない2～ 4年

生のユーザも増加した．また，講義では告知をしていない

経済学部やその他（社会人大学院である地域マネジメン

ト研究科など）の学生にも利用されており，実際に大学

でカダポス端末を目にする機会や口コミなどを通じて，

利用が広がっている実態が明らかになった．表 2 は，カ

ダポスの印刷回数別ユーザ数を示している．カダポスを

1回でも利用したことのあるユーザは255人，2回以上利

用したことのあるユーザは127人で，全体の約50%を占

めている．また，利用回数上位10%のユーザによる印刷

回数を調査したところ，印刷回数は1,069回であり，総

数（1,675回）の約64%が利用回数上位10%のユーザに

よって印刷されていることが明らかになった．このこと

から，カダポスは積極的に利用するユーザ（本研究では

コアユーザと定義する）になると，継続して利用するこ

とが明らかになった．多くの地域情報を提供するために

は，コアユーザを増やしていく取り組みが必要である．

1月　 　　  2月　 　　3月　 　  4月　 　5月　   6月　  7月
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図 7　提供される地域情報（地域プロスポーツ）

図 8　印刷枚数（月別）

図 9　利用ユーザ数（月別）
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4.2　カダポスの利用者アンケート
カダポスの利用者255名にアンケートを実施し，38名

から回答が得られた．下記は，アンケート内容の一部で

ある．

• 授業資料・ゼミ資料など，印刷する際に料金を負担

に感じますか？（はい，いいえ2択）

• 「KadaPos／カダポス」のように裏面に広告が印刷

されていても，無料であれば印刷したいと思います

か？（はい，いいえ2択）

• 裏面の広告に興味を持ちましたか？（とても興味を

持った，興味を持った，興味を持たなかった，広告

を見なかった4択）

• 「KadaPos／カダポス」について，ご意見があれば

自由にお願いいたします（任意記述）．

図 10，図 11は，印刷料金に関する設問に対する回答

結果を示している．図10によると，84.2%（38名のうち

32名）の利用者が，講義資料やゼミ資料を印刷する際

の印刷料金（香川大学の場合，モノクロA4 1枚5円，カ

ラー A4 1枚25円）を負担に感じていると回答している．

図11によると，94.7%（38名のうち36名）の利用者が，

裏面に広告が印刷されていても無料であれば印刷をした

いと回答している．図 12は，広告に関する設問に対す

る回答結果を示している．図12によると，約80%（38

名のうち30名）の利用者が，カダポスによって印刷さ

れた裏面の広告に対して，「とても興味を持った」また

は「興味を持った」と回答している．下記は，カダポス

について任意記述の回答から得られたコメントの一部抜

粋である．無料であることに対して好意的なコメントが

多く寄せられた．香川大学は4キャンパスに分かれてお

り，今回カダポスを設置したのが1つのキャンパス（幸

町キャンパス）のみであったため，今後すべてのキャン

裏面の広告に興味を持ちましたか？

広告を
見なかった，
7.90％

興味を
持たなかった，
13.20％ 興味を持った，

60.50％

とても興味を
持った，
18.40％

「KadaPos／カダポス」のように
裏面に広告が印刷されていても，

無料であれば印刷したいと思いますか？
いいえ，
5.30％

はい，
94.70％

授業資料・ゼミ資料など，
印刷する際に料金を負担に感じますか？

いいえ，
15.80％

はい，
84.20％

図 12　（回答 10）広告に関する回答 1

図 11　（回答 9）印刷料金に関する回答 2  

図 10　（回答 8）印刷料金に関する回答 1

表 1　 学部別ユーザ数

表 2　 印刷回数別ユーザ数

学部 学年 1月 2 月 3月 4月 5月 6月 7月

教育

1年 0   1  0 22 　 3 1 3
2年 0   2 0 0 2 1 1
3年 1     5  0 0 0 0 0
4年 1    0 0 2 1 0 2

法学

1年 1  0   1 69 25 3  3
2年 3 1   0 1 4 2 1
3年 1    1 0 0 0 2 0
4年 2     2 0 1 1 1 0

経済

1年 0    3 1  3 3 0 4
2年 3   8 1 0 2 0 1
3年 1      1 1 2 2 2 1
4年 1     1 0 1 0  0 0

工学

1年 1     0 0 4 1 2 3
2年 0 0 0 0 0 0 0
3年 0 1 0 0 0 1 0
4年 0      0 1 0 0 2 0

その他     1 1 1 7 7 6  1

利用回数 ユーザ数 全ユーザ割合
1 回以上利用 255 100.0%   
2 回以上利用 127 49.8%
5 回以上利用 61 23.9%

10 回以上利用 39 15.3%
15 回以上利用 23 9.0%
20 回以上利用 15 5.9%
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パスにカダポス端末を設置する検討を進めている．

•別キャンパスでも利用できるようにしてほしい．

• 無料なのは嬉しいが，やはり裏の広告があると不便

なことがあるので，できれば広告なしで無料で使え

るプリンタがあればとても助かる．

• 提出資料の印刷をするときは，裏に広告が出ないよ

うにできるなど，広告の有無が選択できたらうれし

いです．広告の内容も，自分で選びたいです．

4.3　実運用データおよびアンケートによる評価
本研究で開発したカダポスは，学生に地域情報が付与

された印刷物を提供している点，学生に無料の印刷サー

ビスを提供している点で大きな特徴がある．4.1で述べ

た実運用データから，カダポスによって毎月約1,500枚

印刷され，ユーザ数も増加していることが示された．4.2

で述べたアンケートの回答結果から，ユーザは印刷料金

を負担に感じており，カダポスのように無料で印刷でき

ることを望んでいることが示された．これらのデータや

アンケートから，カダポスは，学生に無料の印刷サー

ビスを提供している点が評価されている実態が明らか

になった．カダポスによって毎月約1,500枚の印刷が行

われ，毎月約1,500件の地域情報が提供されている．こ

のことは，1,500件の地域情報を学生に提供する機会を，

これまでの掲示板やデジタルサイネージとは別の手段で

創出していることを意味しており，地域情報を提供する

点において，これまでの掲示板やデジタルサイネージと

は別の新たな仕組みを提供していることを意味してい

る．また，アンケートの回答結果から，多くの利用者が

カダポスによって印刷された裏面の広告に興味を持った

ことが明らかになっており，カダポスにおける学生に地

域情報が付与された印刷物を提供する機能についても有

効である可能性が示された．

5．まとめ

本稿では，広告表示プリンタシステム「KadaPos／カ

ダポス」について述べるとともに，香川大学における実

運用データおよびアンケートから，カダポスの有効性に

ついて述べた．カダポスは，学生が教育研究活動に用い

るプリント用紙の裏面に，学生の属性に応じた地域情報

（地域の商店街の情報や，地域で開催されるイベント情

報，地域のプロスポーツ団体などの情報）を印刷するこ

とで提供するシステムであり，学生は無料でカダポスを

利用することができる．カダポスは，大学における主た

る情報発信手段である掲示板やデジタルサイネージなど

とは異なる情報発信手段を学生に提供しており，運用を

通じて得られた結果から掲示板やサイネージを補完し学

生に有益な情報を提供する仕組みとして一定の有効性が

あることが確認された．現在は，学生の属性を入学年度

および所属する学部の2つのみで運用しているが，属性

については増やすことも可能であり，性別や年齢などを

追加することで，よりユーザに応じた情報提供を可能に

する仕組みも検討している．

カダポスは香川大学を中心に開発をすすめたが，設置

を希望する声が複数の大学から寄せられた．カダポス

は，認証にGoogle認証を用いており，設置にあたって

はGoogle Appsなど何らかの認証の仕組みを導入してい

ることが条件となっている．大学関係者以外のゲスト

ユーザの利用や，認証の仕組みを持っていない大学など

での設置等を見据え，ワンタイムパスワードの導入など

も検討している．

カダポスは，AWS（Amazon Web Services）上に構築し

たカダポスサーバ，広告管理サーバとリコークラウド，

カダポス端末から構成される．新たにカダポスサービス

を学内の別のキャンパスなどで展開する場合，別途サー

バなどの変更を必要とせず，カダポス端末のみを増やす

だけでカダポスサービスを別のキャンパスでも提供する

ことが可能である．クラウド技術を用いて開発したこと

で，カダポスはシステムの水平展開などシステムの変更

にも柔軟に対応することができる．

また，大量のチラシを印刷する事例も運用では発生し

た．これらチラシも配布されることで地域情報が発信さ

れることから，現在カダポスでは特段印刷枚数制限を設

けていないが，不正印刷防止機能や印刷枚数制限につい

ては検討している．現在カダポスを利用するには専用の

カダポス端末を用意する必要があるが，今後，有料の場

合は裏面の広告なし，無料の場合はカダポスのように広

告が付与されるような，有料のプリンタとカダポスが同

時に稼働できる端末についても検討している．

実運用では，広く商店街の店舗を学生に知ってもらう

ことを目的としていた．今後，印刷された広告が学生に

とって本当に有益であったかどうか，たとえば学生が商

店街に行くきっかけとなったかどうかなど，提供された

広告の有効性についても確認する予定である．

香川大学は，香川県，四国学院大学，香川県立保険医

療大学，香川高等専門学校と「地（知）の拠点による地

方創生推進事業（COC+）に関する協定書」を締結して

いる．COC+事業は，若者の地元就職および地元定着を
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促進させ、活力ある地域社会の形成と持続的発展に寄与

することを目的としている．学生の地域の企業への理解

の増進と，働くイメージの浮揚のため，広告として地域

企業の情報も付与される予定である．
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プロジェクト事業，平成27年度香川県商店街活性化コ
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